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トら％つ使薄みが棒遍しむ＝ら
0肺炎梓菌：組曲如llapn帥mO血e

莱膜（K抗原）は食食作用を妨げるなどにより、、病原因子として働く。

健常人も保菌し、また土壌、水等の環境にも広く分布している。

院内感染nosocomiali血tion、日和見感染opporttmiSticin免don甲起炎鼠

近年、eXtendedspectrumP－lactamases：ESBLs産生株が分離され、要注意。

虹二本電線tL！：

【病態〕　　　　′ニ頼り碁敵粗酒ウ

糖尿病、アルコール多飲者、肝疾患などをb拡k許0Wdに持つ肺炎患者に多く認められる。

通常は大業性肺炎像を呈し、粘爾な（莱膜多糖体に由来）喀疾、血痕が特徴である。

薗血症合併頻度20％－66％．　　　　　　潔が血液舟嵐も七a▲

院内感染では菌血症、尿路感染症が多い。

K・pneumOniae，足煙は、健常人咽頭に定着が認められるので培養で、検出されても起炎菌と

即断しない。　　マけ‾・

認日と犬、埠2く齢

色体性のβ－lac地合遺伝子を持つため、ペニシリン系抗生剤には自然耐性である。

67

セフェム系、 アミノグリコシド、ニューキノロン剤に感受性を示す。

ESBLsならばカルバペネム （imipenemhilastatin）
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